
令和2年度 岡山県地域両立支援推進チーム事例検討会 資料

治療と仕事の両立支援のための情報共有
～情報提供様式の具体的な使用を通して考える～



事前課題について

当日に実施するグループワークに向けて、事前準備をお願いいたします。

• 検討事例をご確認いただき、

皆様には個人ワークで情報提供様式①および②を作成して、ご返信ください。

• 情報が十分でない部分もありますが、皆様の立場で考えられる範囲で記入して頂ければ
結構です。また、この情報が必要といった記載もしていただければと思います。正解を求め
るものではありませんし、当日個別の提示もいたしませんので、遠慮なく記載してください。

• 研修当日は、皆様に記載していただいた内容をまとめた資料を提示しながら、有用な情
報提供様式の記載や職場復帰支援プラン等について多職種で一緒に検討出来ればと
考えています。

• 情報提供様式の作成には、『事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライ
ン』『企業・医療機関連携マニュアル』を参考にしてください。厚生労働省のHPからダウン
ロード可能です。（次スライド参照）



厚生労働省



検討事例

◼名前：Ａさん

◼年齢：４０代

◼性別：男性

◼疾病：胃がん

◼職業

中小企業の食料品製造業の工場に勤務するパン製造スタッフ（正社員）

◼産業医：なし



職業情報

◼産業分類：製造業（食料品製造業）

◼労働者数：４５名

パン製造スタッフ３５名うち、Ａさんの所属する菓子パンチームは１２

名（うち正社員４名）

◼Ａさんの労働時間

労働日 ：平日５日間と土曜日（隔週）

労働時間：平 日 ２０時～４時（休憩１時間）の常夜勤勤務

土曜日 半日勤務（５時間）

時間外労働：月２０時間程度

◼通勤時間：自動車通勤（片道「３０分）



◼職務内容

パン製造ラインで材料を機械で練る、蒸す作業に従事しており、原則立ち仕事であ

る。また、上司であるチームリーダーの右腕として、アルバイトの指導や取りまとめも行う

ほか、新商品の企画も行っており、ヒット商品も生み出している。

◼その他の職業情報

➢衛生管理上、職場には食べ物・飲み物の持ち込みはできず、休憩室でのみ飲食可

能である。

➢Ａさんから食事に関する話を聞いた総務担当は、パンの製造スタッフとして勤務する

場合、食事や休憩が取りづらいことも気になっていた。そこで、検討したプラン案で問

題がないかどうか、健康や安全の確保のために必要な配慮について、勤務情報提供

書を通じて主治医に意見を求めることとした。



➢C さんと総務担当とで復職後の働き方について話し合った結果、パンの製造スタッフ

として勤務することが最終目標であることは合意できたものの、すぐに元のように仕事

をすることは難しいと考えられた。C さんの同意のもと、上司も交えて話し合ったところ、

現場の人員体制等も考慮し、2 か月程度であれば開発部門での業務も可能と判

断されたため、当面は新商品の企画等の座り作業中心の仕事とし、徐々に元の業

務内容に戻すプランを検討することとした。



経過

◼Ａ さんが胃がん検診を受けたところ、がんが見つかった。Ａさんは職場の上司に相談し、

しばらく休職して手術を受け、無事退院した。退院後は自宅療養を行い月2回、病院

に通院し、飲み薬による薬物療法（抗がん剤治療）を受けている。

◼手術で胃の一部を切除したため、食事は小分けにとる必要がある。当初は体重減少が

著しく体力の低下が目立ったが、新しい食事の取り方にも慣れ、体力は回復傾向にあ

る。



◼ Ａさんが主治医にそろそろ復職したいと相談したところ、主治医からは復職の検討を始

めてもよいこと、病院の医療ソーシャルワーカーが仕事に関する相談にも対応しているこ

とについて話があった。そこでＡさんは医療ソーシャルワーカーに相談し、会社にどのよう

に話をすればよいか助言を得た上で、総務担当に復職について相談することとした。

◼ Ａさんから相談を受けた総務担当は、どのように復職の検討を進めるとよいか分からな

かったため、Ａさんを通じて医療ソーシャルワーカーに相談した。その結果、まずは Ａさ

んと面談し、最低限のような仕事ができるとよいか、どこまでであれば職場として業務内

容の調整ができるかを確認した上で、健康管理上気をつけるべき点があれば主治医に

相談することとした。



今後の予定・症状

◼手術後の経過は良好。現在内服の抗がん剤治療中であり、今後も２か月は２週間

に１回通院が必要である予定。その後は３か月に１回通院予定。

◼体重が8㎏減少も現在は横ばい。

◼1時間連続の散歩は可能。体力も回復してきているが、復職後すぐは疲れやすさを感

じやすい可能性があり、適時休憩ができるようするなど配慮が望まれる。

◼１日の３回の食事と３回の間食が必要。守らないと急な血糖低下などにより意識を

失う可能性がある。（食事のタイミングが確保できたら症状は出ない）

◼業務は体調を見ながら漸増し、３か月目には元のパンの製造スタッフに戻ることを目標

とする。３か月目の時点で製造スタッフへの復職が困難である場合には休職も含めて

検討する。



事業場から医療機関への情報提供様式例

【個人ワークの内容について】

●この様式には、あなたがAさんの上司と仮定して、
労働者と一緒に作成するつもりで記入してください。
（添付の様式①を使用してください。）

●提示した情報から、読み取れる範囲で構いません。

●その他特記事項には、事業場から医療機関に確認
しておいた方がいいと思うことを記載してください。

●休業可能期間・利用可能な制度については、
検討事例とは離れますが、ご自身の職場の制度を
ご記入ください。



医療機関から事業場への情報提供様式例

【個人ワークの内容について】

●この様式には、あなたが医療機関の立場と仮定して
記載してください。
（添付の様式②を使用してください。）

●提示した情報から、読み取れる範囲で構いません。

●その他注意事項には、望ましい配慮事項以外にも、
事例に記載されていないが、医療情報としてこれは
確認しておきたいと思うことを記入してください。



お疲れさまでした。

•以上で個人ワークは終了です。

•個人ワークで作成された情報提供様式①②は、事務局から送信した
メールに添付して返送してください。

•事例や皆様の作成された様式は、印刷して研修当日にお持ちください。


